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　あ と が き

本誌は 1928年に
久保猪之吉によっ
て「耳鼻咽喉科」
として創刊され，
1988年に「耳鼻咽
喉科・頭頸部外
科」と改題いたし
ました。
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　皆さま，今年の夏はどのように過ごされたでしょうか？　夏休みは秋の学会シー
ズン前の貴重な充電期間になりますが，今年は科研費の申請締め切りが例年より早
まっていて，科研費を獲得しようという先生方にとっては，その準備に追われる期
間にもなってしまったのでは，と思います。よい仕事を成すには，一定の休息も必
要ですので，ぜひオン・オフのメリハリのある時間をお過ごしください。
　また，この夏は何といっても新型コロナウイルス感染症の第 7波が予想外でし
た。私の勤める病院も，いままでにない規模で医療者の感染が相次ぎ，小児病棟が
一時入院不可となるなど，大きな影響がありました。一方，子どもたちの活動をみ
ますと，過去 2年はさまざまに制限があった課外活動もかなりの部分が再開されて
いる印象で，社会全体では確実に多くの活動が再開されているようです。われわれ
医療者は，新型コロナウイルス感染拡大の波の影響を正面から受けてしまいます
が，さまざまに工夫しながら活動を再開していきたいものです。
　さて，今月の特集号は「ここが変わった！　頭頸部癌診療ガイドライン 2022」で
あり，Review Articleは武田憲昭先生による「めまい診療の最近の進歩と標準化」
です。耳鼻咽喉科頭頸部外科領域において，「進歩」「標準化」が進んでいるのは，
まさにこれら 2つの領域であると思います。めまい領域では，数多くのガイドライ
ンが出版され，日常診療で使いやすい新たな評価法が普及し，保険点数化され，そ
して治療も進んでいます。頭頸部癌領域では，この数年の治療法の拡大は目覚まし
く，新たなエビデンスが多く蓄積され，実際に治療成績が向上しています。本特集
号の冒頭で本間明宏先生がお書きになられているとおり，ガイドラインには最新の
情報が網羅され，私のような専門外の医師にとってもその情報が活用できるように
解説されています。そのようなガイドラインは，数多くの多忙な先生方の貴重な時
間が費やされた結果，享受できるものであります。その価値を感じながら，ぜひ読
者の皆さまもご一読いただければ幸いです。 （大石直樹）
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